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分かりやすく伝わる誌面に
なっていますか？

只見町議会中継は、只見町議会
ホームページからも視聴できます。
➡議会中継へ

議会だより
愛と復興 只見町

新型コロナ対策に1億3210万円
　　　����������������２
特別定額給付金　素早く対応�������４
一般質問・11名が町政をただす� ����９

只見高校総合的な探究の時間
Ｐ21に関連記事



観光商工事業者支援事業

飲食事業者支援事業

感染予防対策事業

　６月会議が９日から１２日まで開催されました。令和２年度一般会計補正予算の他
４つの特別会計補正予算などを審議。新型コロナウイルスに対する支援策などが提案
され、全ての議案を可決しました。

1プレミアム商品券
追加発行

1飲食・弁当事業者
　応援クーポン事業

1全世帯にマスク配布

2町内小・中学校に
空間除菌装置を設置

4町内公共施設感染防止対策

3感染拡大防止のための設備
改修・衛生資材購入費など

2町内利用商品券

950万
円

649万
円

＊町民１人当たり１万円の
商品券を配布（11月より）

＊町内の消費喚起による商業活性化・町民生活支援

＊町民１人当たり５千円のクーポン券を配布し自粛による需要減を補う。

＊町民の安心・安全を確保する。

＊教室内を衛生的な状態に保ち、安心な学習環境を提供する。

＊新しい生活様式に対応する、換気扇・透明カーテン・衝立・その他10万円×100件

＊町内各庁舎、診療所、振興センター等　
町民が集まる施設に機器整備をする。

4550万
円

2462万
円

864万
円

273万
円

1000万
円

使用期限は令和２年10月31日まで

（千円未満切り捨て）

950万
円

649万
円

4550万
円

2462万
円

864万
円

273万
円

1000万
円

対策に１億３２１０万円対策に１億３２１０万円 ６月
会議
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条 例 改 正

事業者向け金融支援事業

その他関連対策事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により只見町税条例の改正がありました。
＊徴収猶予制度の特例

納税する事が困難な事業者に対し、１年間徴収を猶予する特例を設ける。
＊固定資産税等の軽減措置

厳しい経営環境にある中小事業者に対し、令和３年度課税の１年分に限り固定資産税等の軽減措置を図る。
＊自動車税・軽自動車税環境性能割の臨時的軽減の延長

②新型コロナウイルス感染症に感染した国民健康保険被保険者に対して傷病手当を支
給する為、国民健康保険条例の改正がありました。

中小事業者に対し利子補給、保証料の助成

＊地域の魅力発信事業
＊高校生を対象としたオンライン企業説明会事業
＊福祉施設におけるオンライン通信環境整備事業

＊雇用、事業の維持確保のため、今までの支援策の対象とならない
所に支援する。 2255万

円

（千円未満切り捨て）

休業を余儀なくされている町内企業

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症
2255万

円
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418万円

31万円

4億2000万円

695万円

336万円

給付額　　対象児童１人当たり１万円
支給時期　６月の児童手当と一緒に支給

各種経営相談・申請相談窓口開設事業

町民１人当たり10万円

星総合病院（郡山市）より看護師１名派遣

応援医師体制が整い診療日数増加に伴い
増額補正となった。

国からの交付金を待たずに町の基金を使い
早期給付をするため。

医師業務委託料

貸与金額　学生１人当たり100万円以内
新型コロナウイルスに関連した家庭状況の
急変で修学の継続に支障をきたさないよう
に無利息で支援するため。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
いる子育て世帯へ支援

（千円未満切り捨て）

子育て支援策

新型コロナウイルスに関連

特別定額給付金

朝日診療所体制拡充

家計急変奨学一時金貸与条例

コロナ感染予防対策

朝日診療所

特別定額給付金
素早く対応

4・5・6月
会　議
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（千円未満切り捨て）

543万円 5533万円

4213万円

300万円

737万円

会計年度任用職員報酬費
自然資源の活用のため
新たな地域おこし協力隊を確保するため。

林道施設災害復旧工事（黒谷線）

除雪ドーザ２台更新

台風19号により被災した黒谷線林道復旧・
改良工事
Ｑ　盛土だけだと護岸がまた決壊する可能

性が大きいが対応策は。
Ａ　復旧だけでなく改良工事を行い護岸は

ブロック積みとし補強工事をする。

老朽化した16トン級と18トン級の更新
Ｑ　地域の事情に合わせたドーザの

導入か。
Ａ　各地域の実情に合わせた導入である。

若者定住支援事業補助金・30万円×10件

今年度国民健康保険税が決まる
税率と平等割・均等割は前年同額
反対討論あり　賛成10・反対１
反対討論　山岸国夫議員
＊反対理由
9，700万円有る基金を活用して
町民の負担を軽減すべきでは無いのか。

35歳までの移住者に向け住居費、引越費用
など総額30万円を限度に支給
Ｑ　晩婚化を考え支給年齢を検討する考え

は無いのか。
Ａ　柔軟に検討する。

布沢集落太田地内の田沢橋補修工事

人材確保 災害復旧工事

財産取得

Ｕ・Ｉターン事業

橋梁補修工事

特別会計

台風19号により被災した林道黒谷線

林道黒谷線
ブロック積みで補強
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経済文教常任委員会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
町

内
業
者
へ
の
経
済
活
動
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
を
重
視
し
、国・

県
の
支
援
策
や
町
独
自
の

対
応
、
更
に
は
町
内
業
者

へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
し
、
早
急
な
支
援
策
を

要
求
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
中
小
企

業
融
資
利
子
補
助
や
飲
食

事
業
者
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

の
発
行
等
、
様
々
な
支
援

策
を
考
え
て
い
る
と
の
報

　
町
民
の
健
康
と
命
を
守

る
施
設
で
あ
る
朝
日
診
療

所
の
医
師
と
看
護
師
確
保

が
最
優
先
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
て
調
査
す
る
こ
と

を
確
認
し
調
査
し
て
き
た
。

４
月
か
ら
の
診
療
体
制
で

告
が
な
さ
れ
た
。今
後
も
、

継
続
し
た
支
援
を
求
め
て

い
く
。

　
ま
た
、
付
託
を
受
け
た

「
布
沢
集
落
太
田
地
内
の

町
道
拡
幅
に
関
す
る
陳

情
」
に
つ
い
て
は
、
農
林

建
設
課
と
と
も
に
、
現
地

に
お
い
て
内
容
説
明
を
受

け
「
住
民
の
危
険
解
消
が

第
一
で
あ
る
」
と
の
意
見

か
ら
採
択
す
べ
き
も
の
と

判
断
し
、
６
月
会
議
で
全

員
一
致
で
議
決
し
た
。

常
勤
医
師
と
応
援
医
師
、

看
護
師
の
現
状
と
診
療
所

で
必
要
と
す
る
看
護
師
募

集
状
況
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
な
い
、
当
面
の
医
師

確
保
・
看
護
師
確
保
に
努

め
る
こ
と
と
朝
日
診
療
所

の
運
営
に
つ
い
て
、
地
域

の
現
状
を
ふ
ま
え
た
「
基

本
構
想
」
を
早
急
に
作
成

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
調
査
事
項
の
一

つ
で
あ
る
、「
新
た
な
財
源

確
保
に
つ
い
て
」
も
調
査

を
進
め
て
い
く
。

太田地内における現地調査

委員会
活 動

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

◦
診
療
所
医
師
・
看
護
師
の

　
確
保
が
最
優
先診察準備の看護師さん

◦新型コロナに対する継続した支援策を
◦付託された陳情の現地調査を実施

6



議会運営委員会

　広報広聴常任委員会では町民の皆様からの様々な意見を聞き議会活動、町政に反映
し、より良いまちづくりを考える場として一般会議開催の募集をしております。

　町民の皆さんと議会が一緒になりまちづくりについて話し合ってみませんか！

４月２４日
１）所管事務調査について

４月３０日
１）只見町議会４月第２回会議の開催について
協議
◦議事日程等について協議
（当局提出議案予算等計４件）

５月１５日
１）只見町議会５月会議の開催について協議
◦議事日程等について協議
（当局提出議案予算等計４件）

２）議会運営に関する申し合せ・先例について
協議

３）全員協議会の開催について協議

６月４日
１）只見町議会６月会議の開催について協議
◦議事日程について協議
（当局提出議案予算等計１２件）
◦会議日程を６月９日から１２日までの４日
間に決定

２）諸般の報告について協議
３）請願・陳情付託について協議
４）各委員会所管事務調査報告について協議
５）各一部事務組合議会報告について協議
６）一般質問の通告内容について協議
７）要望書の取り扱いについて協議
８）全員協議会の開催について協議

⑴
新
し
い
議
会
体
制
・
委

員
会
体
制
を
お
知
ら
せ

す
る
臨
時
議
会
号
を

５
月
１５
日
発
行

�

（
編
集
会
議
３
回
）

⑵
６
月
議
会
終
了
後
「
議

会
だ
よ
り
１
６
０
号
」

編
集
発
行
作
業

�

（
編
集
会
議
６
回
）

⑶
議
会
広
報
を
通
じ
て
町

民
に
よ
り
分
か
り
や
す

い
行
政
内
容
、
読
ん
で

み
た
く
な
る
よ
う
な
広

報
誌
の
発
行
に
努
め
取

り
組
ん
で
い
く
。

⑷
町
民
の
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
広
聴

活
動
に
も
力
を
入
れ
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

一般会議募集のお知らせ

＊テーマ
テーマはまちづくりについてどの様な事でも構いません、申し込みの際にお知らせ
ください。

＊開催方法
日時・場所については皆さんの都合に合わせご相談させて頂きます。

＊申し込み方法
議会事務局へご連絡ください。（TEL８２－５３００）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

7



Vol.24

『請願・陳情制度』

ってなあに？

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

ブナりん

イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　陳情とか請願
とかはどういった制度なの?

議長　町民が町に対して、
問題点など適切な解決策や
対応を要望する制度なんだ
よ。請願権は憲法で保障さ

２）行政効果、住民サービスの視点から願
意に妥当性が認められるもの。

その他にも幾つかの基準要件があるんだよ。

れている制度で、議会に請願するときは議員
の紹介により提出しなければいけないんだ。
また、陳情は同じようなものだけど、法的保
護を受けるものではなく、紹介議員の必要も
ないんだよ。

ブナりん　それなら陳情の方が簡単でいいね。

議長　それは少し違うんだよ。陳情は法的保
護を受けるものではないんだ。陳情を受けた
側も、回答や処理の結果について、報告する
法律上の義務が無いんだよ。

議長　それは、採択基準というものがあっ
て、それに沿って決めるんだよ。
★採択基準
１）只見町の権限で解決でき、願意の内容

が妥当であること

イワっぺ　むずかしいな
～ じゃあ請願や陳情を議
会に出されたときはどうや
って決めるの？

アカショウちゃん　陳情
者が議会に呼ばれたと聞い
たことがあるけど。

議長　参考人と言う形で陳情者から願意や
要望の内容を詳しく聞き、判断材料にするん
だよ。また町の説明を受け、町の振興計画、
実施計画にも取り上げられているか、財政上
問題が無いか、現地調査が必要なときは出向
いて調査し、判断材料にするんだよ。

ブナりん　ちゃんと判断基準があるんだね。

議長　住民が不便だと思ったり、こんなのは
出来ないかといった様な事が沢山、請願・陳
情として上がってくるよ、只見町議会では、
一定の判断基準を設けて、請願も陳情も町民
の皆さんの要望として慎重に審議し、判断し
ているんだよ。

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。
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議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針をただしたり政策の提
言などを行うことです。

町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う
一般質問とは

■ 酒井正吉郎　……………………10
中心市街地活性化計画の策定を

■ 小沼　信孝　……………………11
新型コロナに対する支援策は

■ 矢沢　明伸　……………………12
２０２５年問題への対応は

■ 山岸　国夫　……………………13
買い物支援体制構築を求める

■ 鈴木　好行　……………………14
６月以降の誘客をどう考えるか

■ 菅家　　忠　……………………15
町・議会・町民による町民会議を

■ 佐藤　孝義　……………………16
特産品開発に只見特産の活用を

■ 三瓶　良一　……………………17
只見高校の振興対策は

■ 酒井　右一　……………………18
医療政策、町長の政策理念を問う

■ 中野　大德　……………………19
内容の充実した道の駅を

■ 齋藤　邦夫　……………………20
人口減少による町の課題は9



酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

中心市街地
活性化計画の策定を
� 答 道の駅検討の中で議論したい

問
後
世
に
後
悔
を
残

さ
な
い
た
め
に
、

旧
役
場
庁
舎
跡
地
、
駅
前

広
場
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
只
見

駅
を
含
め
た
整
備
構
想
づ

く
り
が
今
、
何
よ
り
も
重

要
で
あ
り
、
過
去
の
反
省

を
踏
ま
え
、
今
一
度
町
民

参
加
の
「
只
見
中
心
市
街

地
活
性
化
計
画
」
を
策
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
を
求
め
る
。

答
平
成
２６
年
度
に
只

見
町
商
工
会
に
お

い
て
、
只
見
町
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
を
設
置

さ
れ
、
詳
細
な
議
論
を
経

て
、「
中
心
市
街
地
重
点

支
援
事
業
計
画
」
と
し
、

取
り
ま
と
め
を
さ
れ
た
も

役場庁舎の早期建設が待たれる駅前広場

問
新
し
い
役
場
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
は
、

分
散
庁
舎
で
あ
る
こ
と
、

場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い
こ

と
、
旧
役
場
庁
舎
跡
地
が

更
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
早
期
建
設
を

求
め
る
声
が
大
き
い
。
こ

の
２
つ
の
事
業
は
、
最
重

要
課
題
な
の
で
、
町
長
の

英
断
に
期
待
し
返
答
を
求

め
る
。 新

し
い
役
場
庁
舎
の

早
期
建
設
を

�

答
現
在
明
確
に
は
示
せ
な
い

答
現
状
は
あ
く
ま
で

も
暫
定
移
転
で
あ

る
の
で
、
今
後
は
駅
前
・

町
下
・
あ
さ
ひ
ヶ
丘
の
３

箇
所
に
分
か
れ
て
い
る
役

場
庁
舎
機
能
を
１
つ
に
す

べ
く
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

多
額
の
経
費
と
時
間
を
か

け
て
取
り
組
ん
で
き
た
暫

定
移
転
事
業
で
あ
り
、
来

庁
さ
れ
る
方
々
や
職
員
の

命
を
守
る
と
い
う
所
期
の

目
的
は
達
成
し
た
の
で
、

ま
ず
は
、
道
の
駅
や
湯
ら

里
整
備
等
の
大
規
模
事
業

の
推
進
が
優
先
と
考
え
て

い
る
。
新
し
い
役
場
庁
舎

の
建
設
に
つ
い
て
も
、
他

の
が
あ
り
、
現
在
基
本
計

画
の
策
定
に
着
手
し
た
道

の
駅
建
設
事
業
と
の
連
携

の
も
と
、
道
の
駅
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
議
論
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

に
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
規
模
事
業
が
山
積
み

す
る
現
状
下
に
お
い
て
、

何
年
度
に
設
計
、
何
年
度

に
工
事
着
手
と
い
う
こ
と

を
明
確
に
示
す
状
況
に
な

い
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

問
町
内
事
業
所
に
対

し
て
町
独
自
の
支

援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
拡
充
、
弁
当

飲
食
ク
ー
ポ
ン
券
・
町
内

商
品
券
を
配
布
し
経
済
対

策
と
し
、国
・
県
の
支
援
の

行
き
届
か
な
い
所
を
町
と

し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
支
援
策
は

�

答
国
・
県
の
支
援
が
な
い
所
を
考
え
た
い

問
事
業
者
だ
け
で
な

く
働
い
て
い
る
人

も
収
入
減
少
が
想
定
さ
れ

る
が
、
税
金
等
の
減
額
の

支
援
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
社
会
福
祉
協
議
会

で
取
り
扱
う
「
個

人
向
け
緊
急
小
口
資
金
等

の
特
例
」
制
度
の
活
用
を

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

問
小
口
資
金
は
１０
万

円
で
１
年
間
の
期

間
返
済
の
制
度
で
効
果
が

あ
る
の
か
、
公
共
料
金
、

税
金
等
の
減
額
は
考
え
な

い
の
か
。

答
水
道
や
集
排
水
料

金
は
公
平
性
に
か

け
る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

令
和
３
年
度
の
固
定
資
産

税
の
減
額
を
考
え
て
い
る
。

問
町
内
事
業
所
、
個

人
を
含
め
て
減
免

す
る
の
か
。

答
中
小
事
業
者
の
償

却
資
産
･
事
業
用

家
屋
に
関
す
る
固
定
資
産

税
を
減
免
す
る
。

問
感
染
予
防
対
策
は

ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
６
月
１８
日
ま
で
は

首
都
圏
や
北
海
道

へ
の
往
来
を
で
き
る
だ
け

避
け「
３
つ
の
密
」を
避
け

て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域

の
行
事
は
広
域
的
な
移
動

が
見
込
ま
れ
ず
、
参
加
者

が
把
握
で
き
る
場
合
は
、

感
染
対
策
を
講
じ
実
施
を

お
願
い
し
た
い
。

問
学
校
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
が
さ
れ

る
の
か
。

県境における移動自粛看板

答
空
間
除
菌
装
置
を

小
・
中
学
校
の
各

教
室
に
設
置
を
し
た
い
。

問
朝
日
診
療
所
の
受

け
入
れ
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
診
療
所
で
は
検
査

及
び
患
者
対
応
は

行
な
っ
て
い
な
い
。

問
問
い
合
わ
せ
が
来

た
場
合
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

答
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
へ

繋
ぐ
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

問
車
等
の
な
い
方
は

ど
の
よ
う
に
し
て

医
療
機
関
に
行
け
ば
よ
い

の
か
。

答
県
が
専
用
救
急
車

を
購
入
し
て
広
域

市
町
村
組
合
に
配
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
今
後
も
第
２
段
の

経
済
支
援
策
を
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
出
し

て
い
っ
て
貰
い
た
い
。

答
そ
の
よ
う
に
し
た

い
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

2025年問題への
対応は
� 答 いきいきと暮らせる町づくり

問
高
齢
者
の
増
加
が

考
え
ら
れ
、医
療
、

福
祉
体
制
は
。

答
診
療
所
の
医
療
体

制
を
最
重
要
課
題

と
し
て
い
る
。

問
あ
え
て
２
０
２
５

年
問
題
※
と
し
て

提
起
し
た
が
、
高
齢
化
、

人
口
減
少
の
問
題
は
社
会

全
体
の
問
題
で
あ
る
。
只

見
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
予

測
よ
り
進
ん
で
い
る
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
。

答
非
常
に
大
き
な
問

題
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
。
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
の
施
策
を
踏
ま
え
、

２０
代
か
ら
４０
代
の
子
育
て

世
代
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
働
く
職
場
、
経
済
の

問
題
と
総
体
的
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問
福
祉
施
設
等
人
材

確
保
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
町
直
轄
の
施

設
等
だ
け
で
な
く
、法
人
、

民
間
等
の
専
門
職
の
人
材

確
保
、
支
援
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。

問
災
害
時
に
は
的
確

な
情
報
提
供
が
必

要
で
あ
る
が
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
河
川
情
報
等

見
や
す
く
、
ま
た
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
の
整
備
を
検
討
で

き
な
い
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
災
害
情
報
や

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
種
々
課
題
が

あ
り
、
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

作
成
さ
れ
た
以
降

の
災
害
等
の
状
況
も
検
証

し
改
訂
す
べ
き
で
は
。
住

民
の
不
安
解
消
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
も
、

災
害
後
の
状
況
を
検
証
し
、

河
川
管
理
者
と
情
報
共
有

し
そ
の
対
応
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
平
成
２６
年
に
改

訂
し
た
も
の
で
あ
り
、
土

砂
災
害
と
の
情
報
も
含
め

て
改
訂
を
考
え
て
い
る
。

大
き
な
災
害
の
後
の
河
床

が
上
が
っ
て
い
る
問
題
等

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
河
川
管
理
者
等
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
防
災
意
識
の

向
上
対
策
は

�

答
小
中
学
校
で
防
災
教
育
の
義
務
付
け

答
全
体
的
に
地
域
の

中
で
の
労
働
力
不

足
が
あ
る
。
奨
学
金
返
還

の
助
成
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
助
成

事
業
等
で
様
々
な
人
材
不

足
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
施
策
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高齢化が進む只見町

※２０２５年問題とは、団塊の世代が７５歳の年齢に達し、医療や介護などの
社会保障費の急増が懸念される問題。
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おやつタイムだよ♬　美味しいね

買
い
物
支
援
体
制
構
築
を
求
め
る

�

答
社
協
等
関
係
機
関
と
の
検
討
を
進
め
る

問
今
年
の
３
月
会
議

で
「
買
い
物
困
難

者
を
な
く
す
た
め
に
、
商

店
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
町

主
導
の
支
援
体
制
の
構
築

を
求
め
る
」
こ
と
を
提
案

し
た
。
そ
の
後
の
検
討
経

過
を
問
う
。

答
今
後
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
取
り
組

み
や
町
内
商
店
･
地
域
等

の
取
り
組
み
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
状
況
を
見
な
が

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
た

検
討
を
進
め
る
。
高
齢
者

見
守
り
は
、
民
生
児
童
委

員
の
協
力
、
郵
便
局
･
宅

配
業
者
･
生
活
協
同
組
合

と
地
域
見
守
り
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

問
買
い
物
困
窮
者
対

策
は
全
町
的
課
題
。

社
協
等
関
係
機
関
と
早
急

に
会
議
を
開
く
こ
と
。

山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

答
課
題
が
あ
る
こ
と

理
解
し
て
い
る
。

社
協
等
関
係
団
体
と
議
論

を
重
ね
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
予
算
も
対
応
す
る
。

学校給食費、
保育料の無料化を
� 答 保育料無料化来年度から実施可能

問
こ
れ
ま
で
何
度
も
、

学
校
給
食
費
、
保

育
料
の
無
料
化
を
提
案
し

て
き
た
。
子
育
て
世
代
か

ら
は
「
大
変
助
か
る
」
と

の
声
が
聞
か
れ
た
。「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
で
町

内
経
済
も
大
き
な
影
響
を

受
け
て
お
り
、
収
入
が
減

っ
て
い
る
子
育
て
世
代
の

支
援
対
策
と
し
て
学
校
給

食
費
と
保
育
料
の
無
料
化

を
提
案
す
る
。

答
今
年
度
学
校
給
食

に
概
ね
７０
％
の
支

援
実
施
で
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
策
を
講
じ
て
い
る
。

現
状
で
高
額
な
保
護
者
負

担
を
求
め
て
い
る
状
況
に

な
い
。
保
育
料
無
料
化
に

つ
い
て
は
、
１
歳
以
上
３

歳
未
満
児
の
保
育
料
無
料

化
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
る
。

問
憲
法
で
義
務
教
育

は
無
償
と
す
る
と

う
た
っ
て
い
る
。
給
食
は

食
育
と
し
て
教
育
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
町
の
制
度
も
憲
法

の
趣
旨
に
近
づ
け
る
取
り

組
み
が
必
要
。
全
国
、
県

内
で
給
食
費
無
料
化
し
て

い
る
自
治
体
は
増
え
て
い

る
。
今
回
の
提
案
趣
旨
に

沿
っ
た
対
応
を
求
め
る
。

ま
た
、
保
育
料
の
無
料
化

は
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の

か
。答

給
食
費
に
つ
い
て

は
相
談
し
て
い
く
。

保
育
料
無
料
化
は
新
年
度

実
施
可
能
。
年
度
内
可
能

性
も
考
え
る
。
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６月以降の誘客を
どう考えるか
� 答 ８月以降の取組みを強化

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
収
束
し
な

い
中
、
県
を
ま
た
ぐ
移
動

の
自
粛
が
解
除
さ
れ
る
が
、

今
後
の
観
光
施
設
で
の
誘

客
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
首
都
圏
の
収
束
状

況
を
み
な
が
ら
８

月
以
降
、
秋
・
冬
の
誘
客

へ
向
け
て
の
取
組
を
強
化

し
た
い
。

問
誘
客
に
向
け
て
、

ど
こ
に
ど
の
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
す
る

か
。答

友
好
姉
妹
都
市
の

柏
市
を
中
心
に
進

め
て
い
く
。

鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

問
来
訪
者
に
対
す
る

検
査
体
制
を
徹
底

す
べ
き
だ
。
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答
各
団
体
か
ら
示
さ

れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
た
感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
、

各
指
定
管
理
者
に
依
頼
し

て
い
る
。

問
町
指
定
管
理
施
設

等
に
お
け
る
現
在

ま
で
の
損
失
額
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
対
応
策
は
。

答
前
年
同
月
比
に
お

い
て
、
約
４
２
０

０
万
円
の
売
上
減
と
な
っ

て
い
る
。
出
来
る
限
り
減

収
を
抑
え
る
よ
う
、
誘
客

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
組
む
。

問
３
密
を
避
け
た
新

た
な
観
光
事
業
を

企
画
し
て
は
い
か
が
か
。

答
新
し
い
生
活
様
式

の
定
着
に
向
け
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
考
え
て
い
る
。

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を
提

案
願
い
た
い
。

問
只
見
線
利
用
客
に

町
独
自
の
宿
泊
補

助
を
す
る
と
か
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
導
入
し
て
み

て
は
い
か
が
か
。

答
検
討
し
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、
地
方
へ
の
移
住
を
考

え
て
い
る
人
が
増
加
傾
向

だ
。
移
住
を
P
R
す
る
好

機
と
考
え
る
が
、
政
策
は

あ
る
か
。

答
若
者
定
住
支
援
補

助
金
を
新
た
に
立

ち
上
げ
、
本
年
度
か
ら
施

行
の
奨
学
金
返
還
支
援
補

助
金
と
併
せ
て
移
住
者
増

に
つ
な
げ
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
、
町

内
各
事
業
と
も
経
営
が
落

ち
込
ん
で
い
る
。
移
住
し

た
人
の
働
く
場
所
の
確
保

は
ど
う
す
る
の
か
。

移
住
を
Ｐ
Ｒ
す
る

好
機
で
も
あ
る

�

答
新
た
な
支
援
策
で
対
応

営業自粛により閑散としている奥会津ただみの森キャンプ場

答
業
種
に
よ
っ
て
は

募
集
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
や
、
南

郷
ト
マ
ト
栽
培
研
修
希
望

者
等
の
募
集
と
併
せ
て
、

対
応
し
た
い
。

問
移
住
者
向
け
の
只

見
町
定
住
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
内
容
が
希
薄
だ
。

先
進
地
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

等
を
参
照
に
、
も
っ
と
充

実
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
検
討
し
た
い
。
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町
・
議
会
・
町
民
に
よ
る

町
民
会
議
を

�
答
間
接
民
主
主
義
で
は
実
施
が
難
し
い

菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
町
と
議
会
と
町
民

の
３
者
が
話
し
合

う
町
民
会
議
を
提
案
し
た

い
。町
民
全
員
が
、「
自
分

の
思
い
を
ぶ
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
相
手
の
本
音
を

聞
く
」
機
会
が
必
要
と
考

え
る
。
３
者
は
責
め
合
う

の
で
は
な
く
、
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
、
時
に
は
全
面

的
に
応
援
で
き
る
関
係
性

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

課
題
解
決
の
た
め
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
決
定
し
た

こ
と
に
は
自
分
事
と
し
て

責
任
を
持
つ
。
そ
の
重
要

さ
を
再
確
認
し
た
い
と
考

え
る
が
町
長
の
考
え
を
問

う
。答

私
も
３
者
は
そ
の

関
係
性
が
望
ま
し

い
と
常
に
思
っ
て
い
る
。

職員と町民が協働した
まちづくりを
� 答 課題解決の方法を研究していく

問
職
員
全
員
に
一
律

１０
万
円
の
予
算
を

預
け
、
自
由
課
題
解
決
を

促
す
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

職
員
は
能
力
が
高
く
、
町

を
愛
し
、
高
い
志
を
持
っ

て
お
り
、
町
が
抱
え
て
い

る
問
題
が
見
え
て
い
る
と

感
じ
る
。
そ
の
予
算
を
持

っ
て
、
町
民
の
声
を
聞
き

に
出
向
き
、
協
働
す
る
こ

と
で
「
事
業
の
成
果
」、

「
人
材
の
育
成
」、「
町
民

と
の
信
頼
関
係
」
と
い
う

大
き
な
財
産
が
得
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
人
材
に

投
資
し
、
町
が
変
化
し
続

け
ら
れ
る
政
策
が
必
要
と

考
え
る
が
町
長
の
考
え
を

問
う
。

答
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
は
必
要
と
考
え

る
。課
題
解
決
に
向
け
て
、

担
当
の
課
を
設
置
し
、
予

算
を
つ
け
執
行
し
て
い
る
。

課
を
越
え
て
の
事
務
は
現

状
で
は
難
し
い
が
、
課
題

解
決
の
方
法
は
常
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
職
員
の
負
担
等
を

図
り
な
が
ら
研
究
し
て
い

く
。問

農
林
水
産
省
は
課

を
越
え
た
「
農
業

と
福
祉
の
連
携
推
進
」
を

打
ち
出
し
て
い
る
が
ど
う

考
え
る
か
。

答
課
を
越
え
た
新
型

コ
ロ
ナ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足
も

検
討
し
て
い
た
。
今
後
も

研
究
し
て
い
く
。

し
か
し
、
間
接
民
主
主
義

制
度
で
は
実
施
が
難
し
い
。

町
政
懇
談
会
や
集
落
座
談

会
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
提
案
し
た
理
由
は

「
町
に
笑
い
声
を

増
や
し
た
い
」
と
い
う
意

図
か
ら
で
あ
る
。
懇
談
会

や
座
談
会
が
楽
し
い
会
と

な
る
よ
う
対
面
式
を
や
め

る
等
の
仕
組
み
を
変
え
て

は
ど
う
か
。

答
検
討
す
る
。

農業と福祉の連携はなるか
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佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

特産品開発に
只見特産の活用を
� 答 ＪＡと連携し支援・活用方策を検討

問
会
社
の
形
態
、
組

織
は
Ｊ
Ａ
会
津
よ

つ
ば
の
子
会
社
で
あ
っ
た

時
と
ど
う
違
う
の
か
。

答
本
年
４
月
２４
日
付

け
で
、
会
津
よ
つ

ば
農
業
協
同
組
合
が
保
有

す
る
株
式
１
１
５
１
株
を

取
得
し
、
議
決
権
比
率
が

５０
％
を
超
え
制
度
上
、
取

締
役
の
選
任
・
解
任
や
監

査
役
の
選
任
、
計
算
書
類

の
承
認
、
株
式
総
会
の
普

通
決
議
の
単
独
採
決
等
が

可
能
と
な
り
、
ま
た
町
長

が
役
員
に
就
任
で
き
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
会
社
の
形

態
や
組
織
に
つ
い
て
、
大

き
な
変
更
は
な
い
。

問
筆
頭
株
主
の
取
締

役
と
し
て
、
今
後

の
経
営
方
針
と
運
営
方
法

を
問
う
。

答
只
見
特
産
株
式
会

社
は
「
雇
用
の
確

保
」、「
地
場
産
品
の
活

用
」、「
商
品
開
発
」
な
ど

地
域
振
興
を
担
う
企
業
と

し
て
、
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
４
月

２７
日
の
株
主
総
会
で
６
月

か
ら
制
度
化
さ
れ
る
「
ふ

く
し
ま
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
※
」の

導
入
・
取
り
組
み
や
、
売

上
高
の
確
保
と
利
益
率
の

向
上
な
ど
、
６
項
目
の
重

点
目
標
を
含
め
た
計
画
が

承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、

計
画
に
沿
っ
た
着
実
か
つ

永
続
的
な
経
営
を
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
町
の
特
産
品
開
発

に
欠
か
せ
な
い
会

社
だ
と
考
え
る
が
、
販
売

を
通
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に
ど

う
つ
な
げ
る
の
か
。

答
地
場
農
林
産
物
を

活
用
し
た
商
品
開

発
へ
の
取
り
組
み
、
と
い

う
目
標
も
あ
る
。
こ
れ
ら

に
対
し
て
、
会
津
よ
つ
ば

農
業
協
同
組
合
と
も
連
携

し
て
支
援
・
活
用
の
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

特産品開発が期待される只見特産

※ふくしまＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは、食中毒や異物混入などの一般的な食品衛生のリスクに加え、
県特有の課題である放射性物質のリスクにも対応した、独自の衛生管理モデルのこと。
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地域協働推進校に位置づけられた只見高校（総合的な探究の時間）２１ページに関連記事

只
見
高
校
の
振
興
対
策
は

�

答
山
村
留
学
と
地
域
と
の
連
携
で
対
応

問
今
春
の
新
入
生
は

２７
名
。
高
校
存
続

の
危
機
で
は
な
い
か
。
高

校
と
の
協
議
、
県
教
育
委

員
会
の
方
針
を
踏
ま
え
た

町
の
対
策
を
問
う
。

三
さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

問
１
学
年
２
学
級
７０

名
制
か
ら
１
学
年

１
学
級
４０
名
制
に
な
っ
た

こ
と
は
整
理
統
合
の
方
向

に
進
む
の
で
は
な
い
か
。

答
県
教
育
委
員
会
の

示
す
適
切
な
規
模

は
１
学
年
４
か
ら
６
学
級

と
言
わ
れ
て
い
る
。
川
口

高
校
は
平
成
３０
年
に
１
学

級
４０
名
制
に
な
っ
た
。
只

見
高
校
の
特
殊
性
や
重
要

性
は
県
教
育
委
員
会
に
再

三
申
し
上
げ
て
い
る
。
県

立
高
校
改
革
前
期
実
施
計

画
の
中
で
只
見
地
域
協
働

推
進
校
と
決
定
さ
れ
た
。

教
職
員
定
数
は
標
準
校
基

準
だ
と
大
幅
に
減
る
が
、

今
年
は
１５
名
配
置
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
減
員

さ
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持

続
可
能
な
地
域
担
い
手
の

育
成
教
育
）
の
導
入
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
地
元

の
方
や
企
業
の
協
力
を
得

て
地
域
協
働
連
携
を
図
り

た
い
。

問
山
村
留
学
生
の
地

元
定
着
は
。

答
１
名
役
場
に
採
用

さ
れ
て
い
る
。
在

学
生
に
は
町
内
就
職
希
望

者
も
お
り
、
保
護
者
共
々

移
住
の
話
も
あ
る
。

問
次
代
の
地
域
社
会

の
後
継
者
育
成
が

課
題
だ
。
実
業
科
の
導
入

は
ど
う
か
。

答
提
案
さ
れ
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
只
見

高
校
が
素
晴
ら
し
い
高
校

に
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
他
に
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線

開
通
に
向
け
た
利
用
率
向

上
対
策
、
只
見
駅
舎
、
駅

前
整
備
等
に
つ
い
て
も
質

問
し
た
。

答
県
立
高
校
改
革
の

一
環
と
し
て
１
学

級
４０
名
制
と
な
り
、
地
域

協
働
推
進
校
に
位
置
付
け

ら
れ
た
。地
域
と
連
携
し
、

地
域
創
生
の
核
と
な
る
人

材
育
成
を
目
指
す
。
高
校

側
と
町
教
育
委
員
会
の
協

議
が
始
ま
っ
て
い
る
。
町

内
の
生
徒
数
は
減
少
し
て

お
り
、
山
村
教
育
留
学
生

の
募
集
活
動
を
強
化
し
、

魅
力
あ
る
高
校
と
し
て
入

学
生
の
確
保
に
努
め
る
。
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医療政策、
町長の政策理念を問う
� 答 地域総合医療とする

問
町
民
の
健
康
と
医

療
を
維
持
す
る
た

め
に
、
町
長
は
ど
の
よ
う

な
理
念
を
持
ち
、
自
ら
の

医
療
政
策
を
具
体
化
し
た

い
の
か
。

答
初
期
診
療
、
一
次

医
療
、
か
か
り
つ

け
医
、
従
来
の
第
一
次
医

療
の
充
実
と
考
え
て
い
る
。

問
地
域
総
合
医
療

（
家
庭
医
療
）と
い

う
概
念
で
よ
い
か
。

答
そ
う
理
解
し
て
い

る
。

酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

地域総合医療を担う朝日診療所長

問
同
じ
認
識
で
議
論

を
進
め
た
い
。
一

昨
年
の
特
別
委
員
会
に
提

出
さ
れ
た
若
山
先
生
の
論

文
（
一
部
葛
西
教
授
論
文

引
用
）
に
地
域
総
合
医
療

の
概
念
が
あ
る
。
そ
う
し

た
構
想
の
下
、
今
後
の
朝

日
診
療
所
の
医
療
の
あ
り

方
を
町
長
の
イ
メ
ー
ジ
で

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

答
診
療
所
で
一
次
医

療
を
確
保
す
る
に

は
一
定
の
医
師
、
看
護
師

数
が
必
要
だ
。
今
後
は
県

や
医
大
に
頼
る
ば
か
り
で

な
く
、
町
が
募
集
し
確
保

し
て
い
く
方
法
も
考
え
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
県
や

医
大
を
頼
ら
な
い
と
い
う

意
味
で
は
な
い
。

問
町
長
の
考
え
方
は
、

地
域
医
療
は
無
く

て
は
な
ら
ず
、
な
け
れ
ば

地
域
存
続
が
で
き
な
い
と

聞
こ
え
た
。で
は
、医
師
、

看
護
師
、
そ
れ
以
外
の
職

員
を
正
規
職
員
に
す
る
考

え
は
あ
る
か
。
診
療
所
条

例
３
条
に
、
各
局
の
定
数

計
画
を
定
め
て
い
る
が
承

知
し
て
い
る
か
。

答
承
知
し
て
い
る
。

看
護
師
と
そ
の
補

助
職
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
業
務
を
賄
う
。
看
護
師

定
数
計
画
１４
名
の
中
に
、

看
護
師
と
看
護
補
助
を
す

る
者
が
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

問
変
な
事
を
言
わ
れ

る
。
定
数
計
画
で

は
看
護
師
は
１４
名
必
要
と

さ
れ
、
看
護
補
助
職
は
３

名
と
な
っ
て
い
る
。
町
長

は
看
護
師
を
看
護
補
助
者

と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
賄

っ
て
い
く
と
い
う
説
明
に

聞
こ
え
た
。
こ
れ
で
は
同

じ
看
護
師
で
あ
り
な
が
ら

不
合
理
な
待
遇
差
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
。

答
来
年
度
以
降
の
医

療
体
制
は
今
後
、

全
力
を
挙
げ
て
努
力
し
て

い
く
。
現
時
点
で
は
そ
れ

し
か
言
え
な
い
。

　
他
、
歯
科
医
の
待
遇
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
。
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

内
容
の
充
実
し
た

道
の
駅
を

�

答
よ
り
良
い
道
の
駅
を
つ
く
り
た
い

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
再
開
通
、
国
道

２
８
９
号
の
全
線
開
通
を

控
え
、
仮
称
「
道
の
駅
只

見
」
の
進
捗
状
況
と
駅
前

通
り
道
路
拡
張
工
事
の
時

期
は
。

答
道
の
駅
基
本
構
想

を
策
定
し
、現
在
、

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
る
。
ま
た
、
広
報

た
だ
み
５
月
号
に
お
い
て
、

道
の
駅
基
本
構
想
の
概
要

を
周
知
し
た
。
駅
前
通
り

の
拡
張
工
事
の
時
期
に
つ

い
て
は
、
道
路
改
良
が
県

事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

駅
前
通
り
の
道
路
改
良
は
、

計
画
区
間
で
も
優
先
し
て

工
事
を
実
施
し
て
も
ら
う

よ
う
県
に
要
望
し
、
昨
年

度
か
ら
駅
前
通
り
道
路
の

工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
引

き
続
き
事
業
の
推
進
を
県

に
要
望
し
て
い
く
。

問
広
報
た
だ
み
に
策

定
に
着
手
（
道
の

駅
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

掲
載
さ
れ
た
。
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

答
令
和
２
年
度
に
基

本
計
画
の
策
定
を

完
了
し
、
令
和
３
年
度
、

整
備
計
画
策
定
、
併
せ
て

管
理
運
営
計
画
を
進
め
て

い
く
。
令
和
４
年
度
、
工

事
着
工
、
５
年
度
中
に
は

完
成
し
た
い
。

問
「
令
和
５
年
度
中

に
完
成
さ
せ
た
い
」

と
の
答
弁
で
あ
る
が
駅
前

通
り
の
拡
幅
工
事
と
ど
ち

ら
が
早
い
の
か
。同
時
か
。

答
駅
前
通
り
の
拡
幅

工
事
に
関
し
て
は

現
在
、沿
線
の
支
障
物
件
、

住
宅
移
転
等
の
用
地
交
渉

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
既

に
設
計
は
出
来
て
い
る
の

で
、
そ
の
設
計
内
容
に
合

わ
せ
た
道
路
拡
幅
工
事
と

「
道
の
駅
」
の
齟
齬
が
な

い
よ
う
に
計
画
が
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
特
徴
が
な
い

と
、
通
り
一
遍
の
道
の
駅

に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え

る
。
将
来
的
に
、
コ
ン
セ

プ
ト
に
加
え
て
防
災
拠
点

と
な
り
え
る
「
道
の
駅
」

を
複
合
化
さ
せ
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

答
地
域
防
災
計
画
等

に
基
づ
い
た
地
域

防
災
拠
点
と
し
て
の
あ
り

方
。
意
見
も
含
め
て
計
画

の
中
で
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

道路改良が待たれる駅前通り

問
迅
速
か
つ
内
容
の

充
実
し
た
道
の
駅

を
求
め
る
。

答
道
の
駅
計
画
に
つ

い
て
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
期
待
し
て
い
る
。

意
見
も
充
分
参
考
に
し
、

よ
り
良
い
道
の
駅
を
つ
く

る
よ
う
努
め
た
い
。
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人口減少による
町の課題は
� 答 地域づくりに課題がある

問
町
政
の
重
点
課
題
、

人
口
減
少
対
策
、

産
業
振
興
対
策
、
地
域
づ

く
り
で
、
特
筆
で
き
る
施

策
と
そ
の
成
果
は
。

答
人
口
減
少
対
策
で

は
、
移
住
・
定
住

推
進
の
た
め
、
相
談
窓
口
、

定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、

町
営
住
宅
の
建
設
、
子
供

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
推
進
。
産
業
振

興
対
策
で
は
、
７
戸
の
新

規
農
家
が
就
農
、
９
団
体

の
農
業
法
人
が
組
織
化
、

ほ
場
整
備
事
業
等
で
経
営

環
境
の
整
備
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
発
行
し
町
内

齋
さい

藤
とう

邦
くに

夫
お

議員

開通が待たれる八十里越２号トンネル新潟側

消
費
を
喚
起
し
た
。
地
域

づ
く
り
で
は
、
集
落
運
営

支
援
交
付
金
を
見
直
し
拡

充
を
図
っ
た
。

問
現
在
、限
界
集
落
※

は
１１
集
落
、
１０
年

後
は
１
集
落
を
除
き
限
界

集
落
へ
転
落
が
予
想
さ
れ
、

集
落
が
崩
壊
の
危
機
に
あ

る
。
現
状
を
踏
ま
え
、
集

落
対
策
の
充
実
が
必
要
だ
。

答
人
口
減
少
に
よ
り

人
材
不
足
と
若
者

の
個
人
主
義
的
な
考
え
が

集
落
づ
く
り
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

問
３
年
後
の
国
道
２

８
９
号
開
通
で
年

間
５０
万
台
の
交
通
量
が
見

込
ま
れ
、
地
域
経
済
に
大

き
な
波
及
効
果
が
期
待
で

き
る
。
町
内
宿
泊
客
５
０

問
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
や
老
々
介
護

の
現
状
を
見
て
、
福
祉
環

境
づ
く
り
が
急
務
で
あ
り
、

町
の
き
め
細
や
か
な
対
策

が
望
ま
れ
る
。
高
齢
者
の

集
合
住
宅
、
居
住
棟
、
通

年
配
食
サ
ー
ビ
ス
制
度
の

必
要
性
は
。

高
齢
者
が
安
心
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

�

答
状
況
を
見
て
今
後
検
討
し
た
い

答
現
在
、
あ
さ
ひ
ケ

丘
に
居
住
棟
は
９

部
屋
あ
り
、
需
要
を
満
た

し
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、

集
合
住
宅
は
、
居
住
棟
の

利
用
状
況
や
希
望
者
の
状

況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

通
年
配
食
サ
ー
ビ
ス
制
度

は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

０
人
を
目
標
に
し
て
試
算

す
る
と
、
滞
留
人
口
は
約

２
倍
の
１
０
０
０
人
に
な

り
、
交
流
人
口
の
増
加
は

仕
事
場
の
創
設
と
な
り
定

住
人
口
へ
呼
び
水
に
な
る
。

政
策
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
目
標
数
値
を
掲
げ
る

こ
と
が
大
事
だ
。
町
の
宿

泊
人
口
の
目
標
は
。

答
交
流
人
口
対
策
で

民
間
の
宿
泊
施
設

の
改
修
補
助
な
ど
行
な
っ

た
が
後
継
者
不
足
が
あ
る
。

交
流
施
設
を
始
め
、
観
光

客
が
滞
在
で
き
る
よ
う
公

共
施
設
の
整
備
を
進
め
た

い
。
交
流
・
宿
泊
人
口
の

目
標
は
具
体
的
に
出
せ
る

段
階
で
な
い
。

※限界集落とは、過疎化で人口の５０％以上が６５才以上の高齢者になり、冠婚葬祭など社会的共同生活や
集落の維持が困難となりつつある集落。
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表
紙
の
説
明

表
　
　
彰

　
只
見
高
等
学
校
は
、
地
域
協
働
推
進

校
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
将
来
の
只
見
町
を
担
う

人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
ほ
ど
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
と
し
て
、
町
内
の
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
講
師
に
迎

え
、地
域
探
求
学
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
表
紙
の
写
真
は
、そ
の
一
コ
マ
で
す
。

生
徒
の
顔
が
出
せ
な
い
の
が
残
念
で
す

が
、
熱
心
に
話
を
聞
く
生
徒
の
瞳
を
ご

想
像
く
だ
さ
い
。

只
見
高
等
学
校　
　
　

総
合
的
な
探
究
の
時
間

齋
藤
邦
夫
議
員
　
　
　

県
町
村
議
会
議
長
会
　

特
別
功
労
者
表
彰
受
賞

　
町
村
議
会
議
長
と
し
て
１０
年
以
上
在

職
し
、
功
労
の
あ
っ
た
議
長
と
し
て
、

齋
藤
邦
夫
議
員
が
、
福
島
県
町
村
議
会

議
長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
、
６
月
会
議
で

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

特別功労者表彰を受ける齋藤邦夫議員

み
な
さ
ま
か
ら
の
陳
情・請
願
結
果
に
つ
い
て

採
択

採
択

不
採
択

「
布
沢
集
落
太
田
地
内
町
道
拡
幅
工
事
」

「
国
の『
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
』

の
継
続
と
、被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学

支
援
を
求
め
る
意
見
書
」

「
会
津
地
方
へ
自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致
に
つ
い
て
」

採
択
理
由

採
択
理
由

不
採
択
理
由

集
落
内
で
の
対
向
車
と
の
す
れ
違
い
や
冬
期
間
の
道
路
除
雪

が
困
難
な
現
状
を
確
認
し
、側
溝
の
有
蓋
化
等
を
す
る
事
に
よ

り
住
民
の
安
全
性
、有
益
性
が
は
か
れ
る
と
し
採
択
と
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
就
学
・
修
学
を
保
障
す
る
た
め
に
、
令
和
３
年
度
以
降

も
、
全
額
国
庫
で
支
援
に
必
要
な
予
算
確
保
を
、
国
へ
要
望

す
る
意
見
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
採
択
と
し
た
。

過
去
の
不
採
択
を
受
け
本
会
議
に
お
い
て
採
決
し
た
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
し
た
。
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vol.24

編
集
後
記

　
只
見
高
校

　
２
年　
吉き

津つ　
花か

恋れ
ん

�
（
只
見
中
出
身
）

　
私
が
只
見
町
で
最
も
好

き
な
と
こ
ろ
は
、
こ
の
町

　
只
見
高
校

　
２
年　
小こ

菅す
げ　
岳た

け

人と

�

（
山
村
教
育
留
学
生

東
京
都
出
身　
　

）

　
私
は
、
只
見
町
の
雄
大

な
自
然
が
大
好
き
で
す
。

こ
の
自
然
を
多
く
の
人
に

の
季
節
が
魅
せ
る
景
色
で

す
。
春
は
雪
か
ら
少
し
顔

を
出
す
木
々
、
夏
は
深
い

緑
の
中
に
咲
く
タ
チ
ア
オ

イ
、
秋
は
田
子
倉
ダ
ム
か

ら
見
え
る
綺
麗
な
紅
葉
、

冬
に
は
雪
に
守
ら
れ
る
よ

う
に
立
つ
山
。
ど
の
季
節

の
景
色
を
と
っ
て
も
、
美

し
く
只
見
の
自
然
の
豊
か

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
含
む
テ

ー
マ
パ
ー
ク
を
作
る
と
よ

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
大
自
然
の
中
で
活
動
し
、

お
い
し
い
空
気
、
澄
ん
だ

水
、
深
い
緑
、
は
っ
き
り

見
え
る
素
敵
な
星
空
を
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
こ

の
自
然
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
自
然
が

　
４
月
２０
日
よ
り
新
し
い
議
会
及
び
委

員
会
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
お
り
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
当
町
で
も

今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
自
粛
生

活
や
休
業
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
地
域

経
済
に
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て

お
り
ま
す
。
議
会
も
町
当
局
と
一
体
と

な
り
支
援
対
応
策
が
迅
速
に
で
き
る
よ

う
一
生
懸
命
活
動
致
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
広
報
で
は
町
の
動
き
や
支
援
対
応

に
つ
い
て
解
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
努
め
、「
議
会
広
報
を
待
っ
て

い
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
広
報
の
発

行
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
小
沼
信
孝
委
員
）

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
大
塚
純
一
郎

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
小
沼　
信
孝

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
中
野　
大
德

　
　
　
　
　
　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
酒
井
正
吉
郎
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私
は
、
こ
の
美
し
い
景

色
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
人
々
が
自
然
を
守
る
活

動
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。私
自
身
も
、

こ
の
自
然
を
ず
っ
と
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

育
む
米
、
ト
マ
ト
、
イ
ワ

ナ
な
ど
の
自
然
の
恵
み
を

味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

こ
の
自
然
を
保
護
し
た
い

と
思
う
人
も
増
え
る
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
私
の
よ
う

に
自
然
を
好
き
に
な
り
、

こ
の
只
見
に
住
み
た
い
と

思
う
人
が
増
え
る
よ
う
に
、

町
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

私
か
ら
見
た
只
見
町

私
が
好
き
な
只
見
町
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